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会報順番番号Ⅳ－08 

電気電子部門 

テクノサポート SAKAI 代表  坂井 善幸 

 

岐阜高専卒業生の活動：「若鮎連携事業室」と「中核人材育成塾」  

 

１.自己紹介 

2018 年度より岐阜県支部の例会に参加させていただいております坂井です。 

改めて経歴、趣味等を簡単に記述いたします。 

経歴：１９５０年３月 岐阜県稲葉郡（現各務原市）那加町西市場にて生まれる 

   １９７０年３月 岐阜工業高等専門学校 電気工学科を卒業 

   ２０１４年３月 技術士資格取得 電気電子部門 

   ２０１５年５月 技術士事務所開設（企業支援並びに各種講師等） 

趣味：クラリネット及びオーボエの演奏（各務原市民吹奏楽団にて現在も演奏活動中） 

    ゴルフ（スコアは１００前後なのに３０年間諦めず継続中） 

 健康：シニアの特典を利用して「岐阜県福祉友愛プール」のトレーニング室に時々出没 

    飲酒は適量を２日／週程度にし、夜の果物と炭水化物は禁止 

 

２．若鮎連携事業室について（参考資料：岐阜高専同窓会「若鮎会」設立５０周年記念誌） 

 「若鮎連携事業室」とは岐阜高専卒業生の有志にて運営する団体です。岐阜高専同窓会の

名称が「若鮎会」であることから、それに関連して命名しております。  

２００８年の５月、学校創設当初の卒業生が企業定年を迎える年齢となり、１～２期生の

卒業生数名が集まり、「私たちがこれまで個々の企業や社会で培ってきた“能力”や“技術”

を母校のために活かせないだろうか？」との提案がされました。私自身もそうですが、学校

創設当時の高専卒業生は地元に就職する人が少なく、高度成長時代の技術者として働く環境

において、学校のみならず地元への貢献を考える余裕もなかったのが実態だったと思います。

定年を迎える年齢になり改めて、「母校や地域社会のために何をすべきか？」との想いを感じ

たＯＢ・ＯＧは多いものと思います。  

 その後、学校の諸先生方とも議論を重ね、産学官共同研究支援センターやＯＢ・ＯＧによ

る非常勤講師、講演会の開催などの活動が開始されました。現在も学校内外の各種組織と連

携しながら発展継続しており、私も２０１５年より活動に参画しておりますので、その一端

を次項にて紹介いたします。  
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３．中核人材育成塾の活動実績と２０１９年度の募集について  

「若鮎連携事業室」の活動を継続する過程において、２０１０年に県・厚労省からの受託

事業（受講料無料）として岐阜高専ＯＢが講師を担当する「中核人材育成塾」がスタートし

ました。その後、２０１２年からは県・厚労省からの受託事業ではなく、「岐阜高専地域連携

協力会」（注１）が主催する自主事業（有料研修）として継続しています。 

自主事業化した 1 年目は４講座でしたが２年目の２０１３年からは「基礎コース」と「ア

ドバンスコースの２コース（各６講座）に、そして２０１７年度からは「入門コース」を開

講いたしました。今年度は開講１０周年を迎えますが、おかげさまで累計３４７６人の方々

に受講いただきました。（右図参照）  

講師が自らの失敗や成功体験をもとに、ものづくりの現場に 

おける問題解決の手法を判りやすく解説いたしますので、 

受講企業の皆様からも高い評価を頂いております。 

この度２０１９年度の「入門コース」と「基礎コース」の 

募集が始まりました。各コースのタイトルを下記に掲載いた 

しますので、皆様の関連企業様へご紹介いただければ幸いです。 

＜入門コース＞ 対象者：リーダーをめざす若手の皆様 入社１～３年程度 

  （１）自分の考えが相手に伝わる 「コミュニケーション力を鍛える」 

（２）自分と職場の業務を改善する 「５Ｓと見える化の進め方」 

  （３）職場環境のリスクを考える 「安全衛生の基礎知識」 

  （４）ポイントを押さえ成果をあげる 「仕事術」 

  （５）頼りにされ第一線で活躍する人材になるための「グループ討議」 

＜基礎コース＞ 対象者：現場のリーダー（中核人材）の皆様 経験年数５～１０年程度 

  （１）初歩からはじめる品質活動 

  （２）５Ｓと見える管理で理想の工場づくり 

  （３）製造現場における問題解決手順 

 （４）環境問題への取り組みと廃棄物の処理 

 （5）トヨタ流モノづくりの基本と実践 

 （６）採算性と原価・在庫の話 

＜アドバンスコース＞ 対象者：現場のリーダー並びに管理者の皆様 (6 月に募集予定) 

詳細の募集要項は下記の「岐阜高専地域連携協力会」ホームページをご参照ください。 

http://www.gifu-nct.ac.jp/techno/chikirenkei/ 

（注１）  岐阜高専地域連携協力会・・・岐阜高専と地元企業との連携及び地元企業等相互の交流を

深めるとともに、岐阜高専の教育・研究に協力することを通して地域の産業並びに文化の

振興を図り、もって地域社会の発展に寄与することを目的として、平成１９年に設立され

ました。現在、企業を中心に２５５企業・団体・個人が加入されています。  

http://www.gifu-nct.ac.jp/techno/chikirenkei/
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４．「若鮎連携事業室」以外の卒業生の活動の紹介  

 岐阜高専同窓会「若鮎会」では同窓会の設立５０周年を契機に、卒業生ならびに岐阜高専  

の教員が講師を担当する無料の公開講座を開催しております。直近では平成３１年３月９日

に「ゲームから学ぶ人工知能」と題し開催いたしますので、ご関心のある方は下記よりお申

し込みください。・・・・・「岐阜高専 公開講座」にて検索  

https://www.wakaayu.org/openlecture/  

 また、「岐阜高専建設技術士有志会」も長期にわたり活動をしており、技術士の資格をもつ

社会基盤系卒業生の有志が、母校の学生への教育支援、講演、現場見学や技術指導などを行

っております。  

 

５．付録：各務原市民吹奏楽団の演奏会のご案内  

 最後に私の趣味である吹奏楽の演奏会のご案内をいたします。  

ご来場いただける方にはチケットを贈呈させて頂きますので、是非ともご連絡ください。  

 私の連絡メールアドレス：   ysakai@ylw.mmtr.or.jp 

                          yoshiyuki.sakai.wp@gmail.com 

 

 名称 Ｓｐｒｉｎｇ Ｃｏｌｌｅｃｔｉｏｎ ２０１９  

 期日 ２０１９年５月１８日（土） １８：３０開演（18：00 開場）または  

    ２０１９年５月１９日（日） １３：３０開演（13：00 開場）  

    上記は同じ公演内容ですのでご都合の良い日をお選びください。  

 場所 各務原市文化ホール  

 内容 ミュージカルやアニメの曲を特集いたしますので、ご家族お揃いでご来場下さい  

 

 その他：２０１９年１１月１７日（日）には第４９回定期演奏会を予定しており、  

     吹奏楽のオリジナル曲やクラッシックアレンジ曲などを演奏いたします  

 

今回はご挨拶代わりとは言え宣伝ばかりになり恐縮ですが、今後ともよろしくお願いいたし

ます。  

                                       以上  
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